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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 0 2 3 5 0 2 1 0 2 2 2 4 0 1
6 0 0 1 2 4 3 3 2 1 2 3 1 2 0 0
10 * 0 2 1 4 4 7 3 0 5 5 3 1 1 0
13 0 0 1 1 2 0 2 4 0 2 2 0 0 1 0
18 0 1 2 2 4 1 2 3 1 4 5 2 0 1 0
23 0 0 0 1 1 0 0 1 1 7 8 0 1 1 0
24 0 0 0 2 4 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
32 * 3 8 1 2 5 5 1 0 0 0 0 1 0 0
37 * 0 1 3 7 2 3 4 5 6 11 0 1 0 0
99 * 0 3 6 12 3 4 2 2 5 7 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 1
4 20 22 45 18 28 21 10 34 44 9 10 4 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 0 4 4 8 6 11 5 0 5 5 3 1 0 0
15 * 3 10 1 6 0 1 3 0 2 2 1 0 0 1
17 * 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
21 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
22 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
30 0 1 3 0 0 0 0 1 0 2 2 1 0 1 0
41 * 0 2 0 2 0 0 4 0 2 2 1 0 0 0
44 0 0 1 1 1 0 0 2 3 1 4 0 1 3 0
52 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
63 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
70 0 1 3 1 5 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0
76 * 0 1 6 15 3 7 4 6 9 15 3 5 0 0
85 0 0 0 2 3 0 0 1 4 4 8 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 1
5 25 16 45 9 19 24 14 26 40 11 7 5 1

２０１８年度関西学生バスケットボールリーグ戦

男子 入替戦 勝チーム

74 56

敗チーム

試 合 日 2018.11.11
立命館大学

戦評
【総括】
　1部リーグ2部リーグ入替戦、第2戦となる本日は、昨日に引き続いて、第1戦では苦汁を飲まされ1部リーグの意地として何として
も第3戦にまで縺れ込ませたい1部リーグ9位の大阪産業大学と試合を積む度にチーム力が上がっており第1戦の勝利でさらに勢
いづいている2部リーグ2位の立命館大学の対戦となった。序盤は互にシュートが入らない展開となり、両者一歩も譲らないリバウ
ンド争いとなった。点差は広がらなかったものの大産大のファールを誘発させた立命館がわずかに流れを掴んだような展開で
あった。第2ピリオド、第3ピリオドでは立命館が多彩なオフェンスパターンと堅牢なチームディフェンスで大産大を圧倒し点差を
大きく広げた。このまま立命館ムードで試合が終わるかと思われたが、第4ピリオドでは大産大キャプテン#2伊藤が4年生の意地
をみせチームに勢いをもたらした。大産大は最後まで果敢にリングにアタックし続けたものの、序盤のファールトラブルが仇となり
最後まで逆転することは叶わず、74-56で立命館の勝利となり、入替戦2連勝となった立命館は見事1部リーグリーグ昇格を果た
した。

【第1ピリオド】
序盤から白熱したリバウンド争いが繰り広げられた。インサイドでは長身の立命館#37岡田、#99渡邉が存在感を表し、インサイ
ドを起点とした華麗なパスワークで大産大を翻弄しファールを誘発させた。対する大産大は#76大町が持ち前のフィジカルを存
分に発揮しリバウンドだけでなく得点、アシストにも絡むオールラウンドなプレーで点差を離されまいと奮闘した。両チームともな
かなか点が決まらず拮抗した状態が続いた中、14-13で立命館が1点リードで第1ピリオドを終了した。

【第2ピリオド】
速く流れを掴みたい大産大は#2伊藤、#15中村、#76大町を中心にオフェンスを展開していくが、立命館の強固なディフェンス
に思うようなプレーができずにいた。その中で立命館はベンチメンバーを中心にゲームを組み立てていき、第1ピリオドでのイン
サイドを起点としたセットプレーから#6松橋、♯18葛原の1on1を軸とするプレースタイルへと変えていく。この的を絞らせない多彩
なプレースタイルは選手層の厚い立命館にしかできない芸当であろう。ピリオド終了のブザーと共に大産大#63陽本がシュートを
沈め一矢報いたものの、立命館が点差を10点に広げ34-24で第2ピリオドを終了した。

【第3ピリオド】
第2ピリオドで主導権を握った立命館は徹底したチームディフェンスで大産大の追撃を許さない。オフェンスではなかなか決ま
らずにいたアウトサイドから♯18葛原、♯32大野が立て続けに3Pシュートを沈め点差を16点に広げた。何としてでも点差を縮めた
い大産大はマンツーマンディフェンスからゾーンディフェンスへ切り替え、状況の打開を試みたが#15中村が足を負傷し一時戦
線離脱、#76大町の孤軍奮闘状態が続いた。前半での大産大のファールトラブルが仇となり積極的なディフェンスができずに点
差21点まで開き、54-33の立命館リードで第3ピリオドを終了した。

【第4ピリオド】
このままでは終われない大産大は長身の♯85川手を投入しディフェンスの改善を図った。エースの#76大町がファールトラブル
に陥りながらも#2伊藤が果敢にリングにアタックしキャプテンとしての意地をみせ会場を沸かせた。また外角では#15中村の
シュートタッチが冴え3本の3Pシュートを沈めた。じわじわと点差を縮めた大産大は試合時間残り5分で10点際にまで詰め寄った
が、逆転は叶わず74-56で立命館が勝利した。

主審 高野 晃平 副審 堂國 和昭 / 内田 祥平 戦評 角田 啓輔(関西学連)

大阪産業大学開始時間 15:40
会　　場 神戸学院大学 
コ ー ト
試合ＮＯ 811

記録 関西学生バスケットボール連盟

立命館大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ ＦＴ

南 天仁 6 20
大竹 一雅 2 13

MIN

野中 和希 6 20
松橋 和希 7 19

Ｆ
REBOUND

TO AS ST BS

中西 琢斗 4 9
大野 巧人 16 27

葛原 海都 8 19
酒井 智央 2 17

0 - -
0 - -

岡田 卓也 8 24
渡辺 景造 15 32

0 - -
Team / Coach: 古屋 孝生

0 - -
0 - -

大阪産業大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 74 200
RATE 20.0% 48.9% 64.3%

中村 謙太 11 28
山下 航 0 9

ST BS MIN

伊藤 貴信 14 30

２Ｐ ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS

松本 直之 3 18
小澤 郁弥 0 22

奈須 優太朗 0 4
稲葉 爾生 0 2

陽本 亮太 2 6
小川 亮平 5 20

内場 皓也 2 12
齋藤 直也 0 2

0 - -
0 - -

大町 佑介 15 36
川手 陸 4 11

RATE 20.0% 35.6% 47.4%

Team / Coach: 露口 亮太 -
合　　　計 56 200


